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No 669遺跡の土器 遺 跡が少なく資料が限られるため、「幻の縄文時代の上器」と

呼ばれる縄文前期末の十三菩提式。(2頁 〔表紙解説〕参照)

原

点

に

立

っ

て

総
務
課
長
　

佐
藤
　
修

一

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
事
業
が
始
ま
っ

て
か
ら
三
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ッ

グ

・
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
日
本
の
開
発
事
業

の
先
導
的
役
割
を
呆
た
し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
当
セ
ン
タ
ー
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
も
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

三
月
二
十
九
日
か
ら
十

一
月
末
に
か
け
て
、

施
行
者
や
関
係
市
等
に
よ
り
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
三
十
周
年
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街

づ
く
り
三
十
周
年
を
契
機
ど
し
て
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
社
会
的
意
義
や
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
活
力
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン

ト
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事

業
に
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

・
研
究
の
面
で
係

わ

っ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
こ
の
事
業
に
賛
同

し
、
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
開
発
と
文
化
財
保
護
の
調
和
と
い
う
、

街
づ
く
り
の
原
点
に
立

っ
て
、
こ
れ
か
ら
セ

ン
タ
ー
が
目
指
す
方
向
を
探
る
よ
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。
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】

一

島
屋
敷
遺
跡
は
、
中
央
自
動
車
道
の
三

鷹
料
金
所
の
す
ぐ
北
側
、
三
鷹
市
新
川
団

地
内
に
あ
り
ま
す
。
遺
跡
の
東
側
を
仙
川

が
回
り
込
む
よ
う
に
蛇
行
し
て
、
周
辺
の

低
湿
地
の
中
に
遺
跡
部
分
が
島
状
に
浮
か

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
に
、
島
屋

敷
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

住
宅

・
都
市
整
備
公
団
新
川
団
地
の
建

て
替
え
工
事
に
伴
う
Ｉ
期
工
事
分
の
調
査

は
、
先
に
〓
鷹
市
遺
跡
調
査
会
に
よ
っ
て

な
さ
れ
、
現
在
整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
調
査
は
そ
の
Ｉ

期
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
平
成
八
年
五
月

半
ば
に
開
始
し
、
今
年
の
九
月
初
旬
ま
で

か
か
る
予
定
で
す
。

遺
跡
の
総
面
積
は
約
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱

で
、
今
回
の
調
査
対
象
は
２
．
‐
ヘ
ク
タ
ー
ル

強
で
す
。
遺
跡
は
団
地
造
成
時
の
工
事
に

よ
る
削
平
や
、
団
地
建
物
の
基
礎
、
配
管

な
ど
で
か
な
り
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
残
り

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
人
ケ

月
に
わ
た
る
調
査
で
全
体
の
約
半
分
が
終

了
し
ま
し
た
の
で
、
古
い
時
代
か
ら
順
に
、

遺
跡
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

旧
石
器
時
代
は
、
立
川
ロ
ー
ム
Ⅸ
層
上

部

（約
二
万
七
千
年
前
）
及
び
Ｘ
層
上
部

（約
三
万
年
前
）
の
石
器
群
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
数
は
少
な
く
、
石
核
お
よ
び

そ
の
接
合
資
料
が
大
半
で
す
。
縄
文
時
代

は
陥
穴
土
坑
２
基
と
集
石
２
基
の
遺
構
だ

け
で
、
早
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
上
器

が
少
量
だ
け
出
上
し
て
い
ま
す
。

仙
川
に
面
し
た
東
側
の
緩
斜
面
か
ら
は
、

古
代
末

（十

一
世
紀
）
の
円
形
土
坑
４２
基

と
、
不
規
則
な
配
置
の
ピ

ツ
ト
２０６
基
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
円
形
土
坑
は
こ
の
時
期

に
か
な
り

一
般
的
で
す
が
、
中
に
は
ひ
と

回
り
大
き
な
形
態
も
存
在
し
ま
す
。
土
坑

も
ピ

ッ
ト
も
、
今
は
ま
だ
何
の
た
め
の
も

の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

中
世
以
降
に
な
る
と
、
掘
立
柱
建
物
跡

２
棟

・
井
戸
２
基

・
地
下
式
坑
９
基

・
土

坑
７２
基

・
ピ
ッ
ト
２５０
基
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
遺
跡
の
島
屋
敷
の
名
称
も
こ
れ

ら
遺
構
に
出
来
す
る
よ
う
で
す
。
地
下
式

坑
は
、
墓
か
室
か
意
見
が
わ
か
れ
ま
す
。

中
世
に
は
当
地
近
辺
に
金
子
氏
と
い
う
豪

族
が
居
住
し
た
記
録
も
あ
り
ま
す
の
で
、

金
子
氏
に
関
連
す
る
遺
構
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

掘
立
柱
建
物
跡
の
１
棟
は
、
柴
田
陣
屋

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
柴
田
氏
は

勝
家
の
時
に
豊
臣
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
す

が
、
勝
家
の
孫
に
あ
た
る
勝
重
が
徳
川
家

康
に
つ
い
て
戦
い
、
軍
功
を
あ
げ
て
二
千

五
百
石
を
拝
領
す
る
旗
本
と
な
っ
て
い
ま

す

（当
地
と
入
間
で
五
百
石
）。
柴
田
氏

は
勝
重
の
あ
と
勝
興

・
勝
門
と
３
代
に
わ

た
っ
て
当
地
を
拝
領
し
ま
す
が
、
元
禄
十

一
（１
６
９
８
）
年
、
勝
門
の
時
に
領
地

替
え
に
な
り
ま
す
。

柴
田
氏
の
以
後
、
当
地
が
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大

正
時
代
に
な
り
津
村
順
天
堂

（現
ツ
ム
ラ
）

が
薬
草
園
を
開
い
て
、
昭
和
三
十
年
ま
で

存
続
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
住
宅
公
団

（旧
）
に
よ
り
買
収
さ
れ
、
新
川
団
地
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
（今
井
　
恵
昭
）

〔表
紙
解
説
〕

こ
の
上
器
は
陀
６６９
遺
跡
か
ら
出
上
し
た

縄
文
時
代
前
期
終
末
の
深
鉢
形
土
器
で
、

つ
い
最
近
、
報
告
書
を
刊
行
し
た
と
こ
ろ

で
す

翁
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡

・
先

行
調
査
報
告
４
じ
。
報
告
で
は
２
個
体
と

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
１
個
体
に
復
元

さ
れ
ま
し
た
の
で
、　
一
部
記
述
の
訂
正
を

か
ね
て
資
料
紹
介
と
し
ま
す
。

土
器
は
底
部
を
欠
損
す
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
器
形
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
雲
母
を
含
む
特
徴
的
な
胎
土
で
、
焼
き

も
良
く
、
外
面
は
濃
茶
褐
色
で
す
。
口
径

３６
側
、
現
高
３５
．
５
側
ヽ
底
径
は
１２
翌
剛
後
に

な
る
よ
う
で
す
。

胴
部
が
段
状
に
膨
ら
む
特
徴
的
な
器
形

で
、
上
半
部
で
は
渦
巻
状
と
レ
ン
ズ
状
の

文
様
を
交
互
に
配
し
た
文
様
帯
が
、
二
段

施
文
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
本
単
位
の
沈
線

と
器
面
を
決
り
取
る
陰
刻
で
文
様
が
施
さ

れ
て
お
り
、
胴
下
半
部
に
は
矢
羽
状
、
底

部
付
近
に
は
横
位
沈
線
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
レ
ン
ズ
状
文
は
渦
巻
状
文
の
間
に
１

個
で
す
が
、
部
分
的
に
２
個
の
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
遺
跡
の
発
見
例

が
少
な
く

「幻
の
縄
文
時
代
の
土
器
」
と

称
さ
れ
る
、
十
三
菩
提
式
に
比
定
さ
れ
ま

す
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
時
期
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な

資
料
と
言
え
ま
す
。
　

（宇
佐
美
　
義
春
）
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口
　

一

汐
留
遺
跡
の
銭
貨

日
本
の
通
貨
は
、
古
く
は
和
同
開
弥
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
皇
朝
十
二

銭
以
降
、
江
戸
時
代
ま
で
日
本
で
通
貨
は

鋳
造
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
幕
府
が

鋳
造
し
た
最
初
の
銭
貨
は

「寛
永
通
宝
」

で
、
中
央
に
四
角
い
孔
の
あ
る
銅
製
の

一

文
銭
で
す
。
寛
永
通
宝
は
公
用
銭
で
す
か

ら
全
国
各
地
か
ら
出
上
し
ま
す
が
、
大
名

屋
敷
と
も
な
れ
ば
、
さ
す
が
に
保
有
量
も

多
く
格
段
に
違
い
ま
す
。

現
在
、
平
成
四

・
五
年
度

に
調
査
し
た
汐
留
遺
跡
の
報

告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

二
年
間
の
調
査
で
出
上
し
た

銭
貨
は
、
１
８
０
０
枚
を
超

す
勢
い
で
す
。

出
上
し
た
銭
貨
の
多
く
は

寛
永
通
宝
で
す
が
、
全
体
の

約
４
％
は
中
世
期
に
宋
や
明

か
ら
大
量
に
輸
入
し
、
使
用

さ
れ
て
き
た
渡
来
銭
で
し
た
。

江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
初
期
に
は
併
用

が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
、
渡
来
銭
が
含
ま

れ
る
の
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
た
だ
し
、
千
代
田
区
丸

の
内

三
丁
目
遺
跡
で
出
上
し
た
銭
貨
と
比
較
す

る
と
、
汐
留
遺
跡
で
は
渡
来
銭
の
占
有
率

が
少
な
く
、
遺
存
状
態
も
あ
ま
り
良
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
違
い
は
双
方

の

大
名
屋
敷
が
形
成
さ
れ
た
年
代
差
に
よ
る

汐留遺跡出土の寛永通宝 (S〓 4/5)
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と
考
え
ら
れ
ま
す

（丸
の
内
三
丁
目
遺
跡

の
主
体
は
江
戸
初
期
）
。
遺
構
や
他
の
遺

物
な
ど
か
ら
も
、
両
者
に
は
年
代
差
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

十
七
世
紀
中
頃
よ
り
、
幕
府
は
覚
永
通

宝
以
外
の
銭
貨
を
認
め
な
い
お
触
れ
書
き

を
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
十
七
世
紀
中
頃

以
降
に
な
る
と
、
渡
来
銭
の
出
土
量
が
減

少
し
て
き
ま
す
。

ま
た
汐
留
遺
跡
の
渡
来
銭
は
大
半
が
磨

耗
が
著
し
く
、
後
々
ま
で
使
用
さ
れ
続
け

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

各
種
の
銭
貨
は
最
初
に
鋳
造
さ
れ
た
年

代
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
だ
け
に
、
遺
跡

の
時
期
や
年
代
を
推
測
す
る
の
に
有
効
で

あ
る
と
と
も
に
、
時
に
は
遺
構
の
性
格
を

知
る
手
掛
か
り
に
も
な
り
ま
す
。

汐
留
遺
跡
の
遺
構
の
多
く
は
十
七
世
紀

中
頃
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
銭
貨

も
伴
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
渡
来

銭
は
減
少
す
る
よ
う
に
な
り
、
寛
永
通
宝

以
後
の
銭
貨
が
セ
ッ
ト
で
共
伴
し
て
き
ま

す
。
最
近
で
は
こ
の
銭
貨
の
セ
ツ
ト
関
係

に
よ
り
、
あ
る
程
度
年
代
を
推
測
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
銭
貨
は
長
く
使
用
さ
れ
る
も

の
で
も
あ
り
、
他
の
遺
物
と
総
合
し
て
時

期
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

（竹
尾
　
進
）

◎
展
示
ホ
ー
ル
休
館
の
お
知
ら
せ

現
在
、
展
示
中
の

「縄
文
中
期

・
多
摩

の
む
ら
」
は
、
三
月
九
日
に
終
了
し
、
十

日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
平
成
九
年
度
に
向

け
た
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

三
月
十
六
日

（日
）
か
ら
は
、
企
画
を

新
た
に
、
「丘
陵
に
お
け
る
文
化
の
醸
成
」

を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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セ
ン
タ
ー
屋
上
に
酸
性
雨
採
取
器

・

影
響
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

皆
さ
ん
は
、
酸
性
雨
や
酸
性
霧
な
ど
の

環
境
汚
染
が
文
化
財
に
悪
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

自
動
車
の
排
気

ガ
ス
、
工
場
や
焼

却
場
の
煙
突
か
ら

排
出
さ
れ
た
酸
性

の
ガ
ス

（Ｚ
Ｏ
※
・

∽
〇
ヌ
）
が
環
境
汚

染
の
元
凶
で
、
雨

に
溶
け
て
酸
性
雨
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
影
響
は
、
気
候
や
季

節
な
ど
の
気
象
状
況
、
地
形
が
大
き
く
関

係
し
ま
す
。

昼
も
夜
も
い
つ
も
同
じ
所
で
雨
や
風
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
お
寺
の
屋
根
や
屋
外
に

展
示
さ
れ
た
彫
刻
な
ど
は
、
材
質
や
形
、

置
か
れ
て
い
る
環
境

（場
所
）
が
様
々
で
、

環
境
汚
染
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
屋
上
に
は
毎
月
の
雨
の
量
、

ｏ
■
、
塩
酸
、
硝
酸
、
硫
酸
の
濃
度
を
測

定
す
る
た
め
の
酸
性
雨
採
取
器
を
設
置
し

て
い
ま
す

（写
真
）
。
こ
れ
に
よ
り
多
摩

地
域
の
汚
染
の
種
類
、
季
節
に
よ
る
変
動

（
汚
染

の
調
査
）
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
環
境
汚
染

の
影
響
の
状
況
を
知

る
た
め
に
、
標
準
大

理
石
の
板
を
影
響
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
大
気
中
に
さ
ら
し
、
酸
に

冒
さ
れ
る
変
化
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

同
じ
場
所
に
長
く
さ
ら
さ
れ
た
状
態
に

あ
る
文
化
財
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
環
境
が

関
係
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
定
点
観

測
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
調
査
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　

（門
倉
　
武
夫
）
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一
　

一

たまのよこやま 39

本
年
度
の
第
５
回
と
し
て
、
十

一
月
九

日

（土
）
に
、
囲
學
院
大
学
の
谷
口
康
浩

講
師
に
よ
る

「縄
文
中
期
の
拠
点
集
落
と

領
域
」
の
講
演
と
映
画

「ゼ
ン
マ
イ
小
屋

の
く
ら
し
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

周
辺
遺
跡
の
資
料
集
成
と
分
析
を
通
し

て
、
血
７２
遺
跡
の
拠
点
集
落
を
中
心
に
す

る
領
域
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
ほ
ぼ

相
当
す
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
汐
留
遺
跡
の
現
地
説
明
会
と

も
重
な
り
ま
し
た
が
、
８６
名
も
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

第
６
回
と
し
て
、　
一
月
二
十
五
日

（土
）

に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
明
調
査
研
究
員

に
よ
る

「縄
文
時
代
の
墓
制
」
の
講
演
と
、

映
画

「多
摩
の
大
昔
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１４８
名
と
大
盛
況
で
し
た
。

左
記
の
研
究
者
が
当
セ
ン
タ
ー
を
来
訪

し
て
展
示
施
設
や
保
存
科
学
室
、
遺
物
整

理
室
な
ど
を
視
察
し
、
職
員
と
親
し
く
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

十
月
十
七
日

（木
）
郡
　
慶
囲

北
京

市
文
物
研
究
所
研
究
室
長

十

一
月
五
日

（火
）
マ
リ
ー
＝
ル

・
ミ

エ
ー
ル

フ
ラ
ン
ス
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
研
究
員

十

一
月
二
十

一
日

（木
）
韓
国
文
化
院

の
研
修
団

一
行
４３
名

一
月
十
六
日

（木
）
ヘ
レ
ン

・
ガ
ニ
ア

リ
ス

ロ
ン
ド
ン
博
物
館
主
任
研
究
員

恒
例
と
な
り
ま
し
た
汐
留
遺
跡
の
現
地

説
明
会
が
、
十

一
月
九
日

（土
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
新
聞
報
道
等

が
相
次
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
で

最
高
の
、
１
３
５
０
名
も
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

江
戸
東
京
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「掘
り
出
さ
れ
た
都
市
」
展
が
、
好
評
の

う
ち
に
、
一
月
十
二
日

（日
）
に
終
了
し

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
は
、
丸
の
内
三
丁

目
遺
跡
や
汐
留
遺
跡
の
資
料
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
都
教
育
文
化
財

団
も
共
催
事
業
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。

市
ケ
谷
分
室
　
２９
地
点
で
東
御
殿
の
厨
房

施
設
、
３５
地
点
で
は
表
玄
関
付
近
の
礎
石

跡

・
便
所
跡
が
、
江
戸
時
代
の
絵
図
面
ど

お
り
に
検
出
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

汐
留
分
室
　
仙
台
藩
御
殿
跡
で
は
埋
め
立

て
施
設
の
、
竹
の
し
が
ら
み
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
を

入
れ
た
ガ
ラ
ス
瓶

・
ク
レ
イ
パ
イ
プ

・
西

洋
陶
器

，
骨
髄
を
抜
き
取

っ
た
跡
が
あ
る

獣
骨

・
貝
殻
な
ど
の
遺
物
が
、
明
治
時
代

の
ゴ
ミ
穴
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
お

一尾
い
外
国
人
が
飲
食
し
、
捨
て
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

板
橋
分
室
　
整
理
期
間
も
ニ
カ
月
を
切
り

追
い
込
み
段
階
で
す
。
弥
生
時
代
の
住
居

跡
２２０
軒
、
古
墳
、
方
形
周
溝
墓
、
旧
石
器

と
、
内
容
盛
り
沢
山
の
報
告
書
を
今
秋
に

は
刊
行
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。

新
川
分
室
　
１
９
２
４
年
か
ら
１
９
５
５

年
に
か
け
て
、
遺
跡
内
に
津
村
薬
用
植
物

園
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
津
村
順
天
堂
の
社
史

以
外
に
確
認
で
き
る
資
料
が
な
く
、
各
方
面

に
探
索
の
網
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。

日
の
出
分
室
　
土
器
の
分
類
と
接
合
が
ほ

ぼ
終
了
。
実
測
個
体
も
４００
を
数
え
、
細
か

く
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
が
四
期

に
わ
た
り
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

南
大
沢
整
理
所
分
室
　
年
度
末
の
報
告
書

刊
行
に
向
け
て
、
調
査
研
究
員

一
同
、
血

走

っ
た
眼
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

西
国
分
寺
分
室
　
縄
文
時
代
の
文
化
層
の

調
査
は
２
月
の
上
旬
で
終
了
。
現
在
は
旧

石
器
時
代
の
調
査
に
集
中
。
大
き
く
三

つ

の
文
化
層
か
ら
な
り
ま
す
。

谷回康浩氏の議演風景

マリー ・ル ・ミエール博士の議演

汐留遣跡の現地説明会
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